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64．気体の混合 

(1) 
ア 

理想気体の状態方程式は， nRTPV = のまま扱うより， 

Rが定数であることを活かして， 

たとえば， R
nT
PV

= や
RPV

nT 1
= のように，比例式の形で扱う方が便利である。 

すると，容器内の気体の圧力を Pとすると，
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問題文およびイより， 
容器Ⅰおよび容器Ⅱの物質量は，それぞれ， 12n と 12 nn - である。 

また，このときの容器内の圧力を 'P とすると， 
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(2) 
オ・カ 

容器Ⅰ，容器Ⅱ，容器Ⅰ＋容器Ⅱで等式を立てると， 
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これと， 21A2A1 nnnn +=+ より， 
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同様に， 
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これと， 321B3B2B1 nnnnnn ++=++ より， 
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真空の圧力は 0 である。 

仕事はつり合いの力によると見なしてよいから， 

仕事は大きさ 0 の力で行われることになる。 

よって，真空がする仕事の大きさ＝真空に対してする仕事の大きさ＝0 
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